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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報
まちの駅「旭座」イベント情報

※ 12月予定の主なものをお知らせします

■桂福丸旭座落語会
　▶とき　12 月２日㊊
　　　　　① 16 時〜（落語３席）　　　　

　　　　　② 19 時 30 分〜（落語２席）

　▶出演　桂
かつら

福
ふくまる

丸（落語家）

　▶料金　①前売り 2,000 円、当日 2,300 円

　　　　　②前売り 1,300 円、当日 1,500 円

　問桂福丸事務局☎ 090・2047・3754

■始めませんか「エシカル消費」
　〜あなたの消費が未来を変える！

　人や社会、環境などに配慮した「エシカ

ル消費」に関するイベントを開催します。

　▶とき　12 月 8 日㊐ 13 時 30 分〜

　▶内容　①ドキュメンタリー映画「バ

　　　　　　レンタイン一揆」上映

　　　　　②講演会「私も世界も幸せに。

　　　　　　フェアトレードを知ろう！」

　　　　　　講師：市民団体「Y
イ エ ロ ー

ellow ？」

　　　　　③フェアトレード商品の販売

　 問消費生活相談室（生活安全課内）

　　 ☎ 64・ 6007

■旭座クリスマスジャズナイト
　▶とき　12 月 15 日㊐ 18 時〜

　▶出演　白
し ら い

井淳
あ つ お

夫（ジャズ・サクソフォー

　　　　    ン奏者）ほか

　▶料金　1,500 円

　問小浜地区まちづくり協議会☎ 53・2010

■まちの駅クリスマスイルミネーション
　▶期間　11 月 22 日㊎〜 12 月 25 日㊌
　　　　　（点灯は 17 時〜 21 時）

　 問まちの駅☎ 52・2000

くらしの情報

【クリスマスイベント】
おはなしかい＆まつぼっくりツリー作り

と　き　12 月 7 日㊏ 10 時 30 分〜

対　象　幼児〜小学生（幼児は保護者同伴）

定　員　先着 20 人（前日までに要申込）

内　容　おはなし会の後に、オリジナルの「ま
　　　　つぼっくりツリー」作りや、館内に展
　　　　示するクリスマスツリーの飾り付け

※図書館からのクリスマスプレゼントもあります

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

おばま児童文学会「風夢」
のおはなし会

とき　12 月 21 日㊏ 11 時〜

市立図書館　今月のイベント

募
集

　

11
月
５
日
か
ら
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

性
別
欄
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
に
つ

い
て
は
、
本
人
希
望
に
よ
り
、
性
別
の
記

載
を
省
略
で
き
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
性
別
欄
を
廃
止

市
民
福
祉
課
☎
64
・
６
０
１
７

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、無
料
で

古
着
・
廃
小
型
家
電
を
回
収
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
14
日
㊏
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
谷
田

　

部
）

▼
対
象　
【
古
着
】
洗
濯
し
た
衣
類
全
般

　
（
下
着
、
靴
下
、
毛
布
、
ふ
と
ん
、
タ

　

オ
ル
な
ど
は
対
象
外
）　

　
【
廃
小
型
家
電
】
回
収
ボ
ッ
ク
ス
投
入

　

口
（
15
㌢
×

25
㌢
）
に
入
る
大
き
さ

　

の
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
電

　

子
手
帳
、
ゲ
ー
ム
機
器
、
携
帯
音
楽
プ

　

レ
ー
ヤ
ー
、
電
卓
な
ど
（
電
池
、
電
動

　

工
具
、
パ
ソ
コ
ン
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
記
憶

　

媒
体
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
リ
サ
イ
ク　
　
　

　

ル
法
の
対
象
品
目
は
対
象
外
）

※
雨
天
決
行
。
古
着
は
雨
に
ぬ
れ
な
い
よ

古
着
・
廃
小
型
家
電
の
回
収

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

　

う
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
当
日
は
、
対
象
以
外
の
家
庭
ご
み
や
粗

　

大
ゴ
ミ
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

※
３
月
に
も
実
施
予
定

特
設
人
権
相
談

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
12
月
４
日
〜
10
日
の
「
人
権
週
間
」
に

合
わ
せ
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
ご
と
、
心

配
ご
と
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

12
月
５
日
㊍
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
料
金　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
地
方
法
務
局
小
浜

　

支
局
☎
52
・
０
２
３
８

※
事
前
申
込
不
要

　

12
月
１
日
〜
７
日
は
「
雪
に
備
え
る
週

間
」
で
す
。

　

快
適
な
冬
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が

大
切
で
す
。
冬
を
迎
え
る
前
に
、
冬
用
タ

イ
ヤ
の
着
用
や
路
上
に
出
て
い
る
枝
葉
の

撤
去
を
行
い
、
路
上
駐
車
の
禁
止
、
防
災

施
設
周
辺
の
除
雪
な
ど
、
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
協
力
し
て

雪
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

雪
に
備
え
る
週
間

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
７

　

小
浜
美
郷
小
学
校
（
金
屋
）
を
、
市
の

「
指
定
避
難
所（
兼
指
定
緊
急
避
難
場
所
）」

と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
場

合
は
、防
災
行
政
無
線
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ
、

市
公
式
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小
浜
美
郷
小
学
校
を
避
難
所
に
指
定

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
６

「
心
あ
た
た
ま
る
手
紙
」
作
品

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

　
市
で
は
、「
人
権
週
間
」に
ち
な
ん
で「
心

あ
た
た
ま
る
手
紙
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
体
験
し
た
、

あ
た
た
か
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
、
短
い

手
紙
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は

　

原
稿
用
紙
に
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
２
０
０

　

字
以
内
で
記
入
の
う
え
、、
住
所
・
氏

　

名
を
記
載
し
、生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
、

　

ま
た
は
中
央
公
民
館
へ
提
出

▼
応
募
期
限　

令
和
２
年
１
月
８
日
㊌

※
実
施
要
項
お
よ
び
応
募
用
紙
は
、
生
涯

　

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
、
中
央
公
民
館
、
各

　

地
区
公
民
館
に
設
置

迎
春
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
座

働
く
婦
人
の
家
☎
52
・
７
０
０
２

▼
と
き　

12
月
27
日
㊎
19
時
30
分
〜
21
時

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
内
容　

正
月
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

　

ン
ト
作
り

▼
講
師　

松ま
つ
か
わ川

知ち

か

こ
香
子
さ
ん
（
日
本
フ
ラ

　

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
本
部
講
師
）

▼
定
員　

20
人

▼
持
ち
物　

花
切
り
ば
さ
み
、
持
ち
帰
り

　

用
の
袋

▼
料
金　

２
８
０
０
円（
材
料
・
花
器
代
込
み
）

▼
申
込
期
限　

12
月
14
日
㊏

令
和
２
年
度
文
芸
お
ば
ま
事
業

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

　
文
化
会
館
の
自
主
事
業
を
行
う
「
文
芸

お
ば
ま
」
で
は
、
令
和
２
年
度
の
実
施
事

業
を
募
集
し
ま
す
。

※
既
存
の
団
体
の
活
動
を
補
助
す
る
も
の

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。採
択
さ
れ
た
場
合
、

　

申
請
者
（
団
体
）
が
そ
の
企
画
の
主
催

　

者
と
し
て
事
業
に
取
り
組
み
ま
す

▼
募
集
企
画　

文
化
会
館
な
ど
を
会
場
と

　

す
る
文
化
活
動

▼
申
込
方
法　

文
化
会
館
に
設
置
の
申
込

　

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

▼
申
込
期
限　

令
和
２
年
１
月
15
日
㊌

※
採
択
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
提
案
内
容

　

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
う
え
申
請
者
に
通
知

　

し
ま
す

※
市
の
予
算
の
範
囲
で
事
業
予
算
を
配
分

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

「
ス
マ
イ
ル
☆
ラ
ン
チ
教
室
」
参
加
者

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
取
り
方
を
学

ぶ
体
験
学
習
型
の
昼
食
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
が
作
っ
た
一
品
料

理
か
ら
、
各
自
の
適
量
を
選
ん
で
組
み
合

わ
せ
る
教
室
で
す
。

▼
と
き　

12
月
24
日
㊋
11
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
南
川

　

町
）

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
父
母

　

や
祖
父
母
な
ど
）

▼
定
員　

先
着
20
組

▼
料
金　

一
人
１
０
０
円

▼
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
健
康
管
理
セ

　

ン
タ
ー
ま
で
電
話

　

な
お
、
住
民
票
の
写
し
に
つ
い
て
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
よ
り
、
性
別

の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。



みんなで住みよいまちづくり
　家電製品や粗大ごみ、建設廃材などを、山林など人
目につきにくいところへ不法に投棄したり、野外で焼
却したりする事例が相次いでいます。
　ごみは適正な処分を心がけ、不法投棄や悪質な野外
焼却を防ぎ、住みよい町をつくりましょう。

「不法投棄」や「野焼き」は法律で禁止！
　ごみ（廃棄物）の処理について、「廃棄物処理法」
の規定により、次のような場合、５年以下の懲役また
は 1,000 万円以下の罰金（またはその両方）が課さ
れることがあります。

①みだりに廃棄物を捨てた場合

②廃棄物を焼却した場合

　※たき火やどんど焼きなど、法令で定められた方法や

　　公益上または社会の慣習上やむを得ない場合を除く

③指定廃棄物「硫酸ピッチ※」を、法令で定められた

　方法によらず保管・収集・運搬または処分した場合

　※石油の精製過程で生じる副産物の化学物質

見つけたら通報を！
　廃棄物の不法投棄や野焼きを見つけたら、次の連絡
先、または環境衛生課へ通報してください。
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

ふ
く
い
林
業
カ
レ
ッ
ジ
研
修
生

農
林
水
産
課

　

県
内
で
の
林
業
就
職
を
目
指
し
、
１
年

間
で
林
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
、令
和
２
年
度
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

条
件
を
満
た
す
人
に
は
、
研
修
期
間
中

令
和
２
年
度
小
浜
市
奨
学
生

教
育
総
務
課
☎
64
・
６
０
３
１

わ
か
さ
わ
ん
親
子
自
然
教
室（
冬
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
心
や
自
立
へ
の
意
欲
を
育
む
と
と

も
に
、
保
護
者
が
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
機
会
の
提
供
を
目
的
に
、
一
泊
二
日

の
親
子
自
然
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
14
日
㊏
〜
15
日
㊐

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

健
康
・
福
祉

い
き
い
き
健
診（
生
活
習
慣
病
健
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

本
年
度
最
後
の
生
活
習
慣
病
健
診
で

す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
12
月
４
日
㊌
、
12
月
10
日
㊋

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
内
容　

特
定（
基
本
）健
診
、が
ん
検
診

市
内
医
療
機
関
で
の
生
活
習
慣
病
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

特
定
・
基
本
健
診（
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
が
対
象
）

が
受
診
で
き
る
市
内
の
医
療
機
関
は
、
次

の
９
カ
所
で
す
。

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
集
団

健
診
は
、
本
年
度
は
12
月
10
日
㊋
が
最
後

で
す
。
以
降
は
、
次
の
９
カ
所
で
個
別
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
機
関　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜

　

病
院（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入

　

者
は
受
診
不
可
）、い
ち
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

木
村
医
院
、
し
ん
た
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

田
中
整
形
外
科
、
田
中
病
院
、
中
山
ク

　

リ
ニ
ッ
ク
、に
し
お
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

本
馬
医
院

※
受
診
券
が
必
要
で
す
。
持
っ
て
い
な
い

　

人
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
市
外
に
も
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い

夜間のＨＩＶ（エイズ）検査・相談
　12 月 1 日の「世界エイズデー」に合わせ、夜間検査を実
施します。検査で早期発見・早期治療につなげましょう。

▶と  　き　12 月２日㊊ 17 時 30 分〜 19 時 30 分
▶と こ ろ　若狭健康福祉センター（四谷町）
▶内  　容　血液検査・相談
▶料　  金　無料
▶問い合わせ　若狭健康福祉センター☎ 52・1300

※感染の心当たりのある日から3カ月以上経ってから受検して
　ください
※検査結果は、約１週間後に面接にてお伝えします（電話で
　はお伝えできません）
※エイズ検査に合わせて、B 型・C 型肝炎ウイルス検査も同時に
　受けられます。
★ 定例のエイズ検査・肝炎検査も行っています
　 毎月第 1・第３月曜日　９時〜 10 時 30 分

B 型肝炎患者への救済
無料電話相談会

　幼少期の集団予防接種などで注射
器が使い回されたことにより、B 型
肝炎ウイルスに感染したと認められ
る人には、国から給付金が支給され
ます。
　B 型肝炎北陸弁護団では、給付金
の請求に関する無料電話相談会を、
次の通り実施します。

▶と　き　令和 2 年 1 月 11 日㊏
　　　　　13 時〜 17 時

▶相談・問い合わせ
　B 型肝炎北陸弁護団
　☎ 0776・30・1371

しない！ させない！ 見逃さない！

ごみの不法投棄や野外焼却
■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

〜 12 月は「不法投棄等防止啓発強調月間」〜

一人で悩まず相談してください

放
送
大
学
４
月
入
学
生

福
井
大
学
放
送
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
６
・
22
・
６
３
６
１

　
放
送
大
学
は
、
文
部
科
学
省
と
総
務
省

が
所
管
す
る
通
信
制
大
学
で
、
年
齢
・
職

業
に
関
わ
ら
ず
、
幅
広
い
科
目
を
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
べ
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

11
月
26
日
㊋
〜
令
和
２
年

　

３
月
17
日
㊋

▼
と
こ
ろ　

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の

　

家
（
田
烏
）

　

※
道
の
駅
若
狭
お
ば
ま
（
和
久
里
）
発

　
　

着
の
送
迎
バ
ス
あ
り
。14
日
13
時
発
、

　
　

15
日
14
時
ご
ろ
着

▼
内
容　

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理
、
そ
ば

　

打
ち
体
験
な
ど

▼
対
象　

市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

　

20
人
程
度
（
先
着
順
）
※
小
学
４
年
生

　

以
上
は
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
可
能

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

12
月
２
日
㊊

▼
申
込
方
法　

子
ど
も
未
来
課
に
申
込
書

　
（
同
課
に
設
置
）
を
提
出
ま
た
は
市
母

　

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
会
長
宛
て
に
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
52
・
６
６
５
１

▼
対
象　

市
内
在
住
で
、
高
校
・
高
専
・

　

専
修
学
校
・
短
大
・
大
学
へ
の
進
学
を

　

希
望
し
、
貸
付
要
件
を
満
た
す
人

※
貸
付
要
件
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
奨
学
資
金　

い
ず
れ
も
月
額
で
、【
高

　

校
・
高
専
】
１
万
円
【
専
修
学
校
】
２

　

万
円
【
短
大
・
大
学
】
３
万
円

▼
返
済
期
間　

修
業
か
ら
６
年
以
内
（
無

　

利
子
・
無
担
保
）

▼
申
込
方
法　

令
和
２
年
２
月
13
日
㊍
ま

　

で
に
申
込
用
紙
を
教
育
総
務
課
へ
提
出

※
申
込
用
紙
は
各
中
学
校
・
高
校
に
設
置

　
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
・
前
立
腺
）、

　

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、骨
検
診

　

※
12
月
４
日
は
胃
が
ん
検
診
な
し
。
10

　
　

日
は
子
宮
頸
・
乳
が
ん
検
診
な
し
。

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前
ま
で

※
特
定
健
診
は
加
入
の
健
康
保
険
者
が
発

　

行
し
た
受
診
券
が
必
要

【不法投棄 110 番】
☎０７７６・２０・０５８４

通
報
先

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

　

近
年
増
え
つ
つ
あ
る
在
住
外
国
人
が
住

み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
に
日
本
語
を

教
え
る
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
座
は
日
本
語
で
行
う
た
め
、
外
国
語

を
話
せ
な
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
14
日
㊏
、
21
日
㊏
、
令
和

　

２
年
１
月
11
日
㊏
、
18
日
㊏
い
ず
れ
も

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
全
４
回
）

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
大
手
町
）

▼
対
象　

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、
受

　

講
後
に
市
近
郊
で
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

▼
定
員　

先
着
20
人
（
要
事
前
申
込
）

▼
講
師　

正ま
さ
だ田
暁あ

き
こ子
さ
ん
（
青
池
調
理
師

　

専
門
学
校
日
本
語
科
教
員
）

▼
受
講
料　

５
０
０
円
程
度
（
教
材
代
と

　

し
て
、
全
４
回
の
合
計
）

▼
申
込
期
限　

12
月
９
日
㊊

▼
申
込
方
法　

商
工
観
光
課
ま
で

商
工
観
光
課
☎
64
・
６
０
１
９

に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
ふ
く
い
林
業
カ

レ
ッ
ジ
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
事
務
局
☎
０
７
７
６
・

　

38
・
０
３
４
５
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

施設

12 月 １月

問い合わせ・備考25
㊌

26
㊍

27
㊎

28
㊏

29
㊐

30
㊊

31
㊋

1
㊌

2
㊍

3
㊎

4
㊏

5
㊐

市
役
所

各課窓口 ○ ○ ○ × × × × × × × × × 市役所（代表）☎ 53・1111
12 月 29 日㊐〜1 月 3 日㊎の出生、死
亡などの「戸籍の届け出」「火葬の予約」
は、宿日直の職員が受け付けします市民サービス

コーナー × × × ○ × × × × × × ○ ○

市立図書館 ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ☎ 52・1042

中央公民館 ○ ○ ○ × × × × × × × × ○
☎ 53・1111（内線 439）
※各地区公民館については各館に問い
　合わせてください

温水プール ○ ○ × × × × × × × × × × ☎ 53・0450

市民体育館 ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎ 53・0085

総合運動場 ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ☎ 58・0837

子育て支援
センター ○ ○ × × × × × × × × × ○ ☎ 56・3386

食文化館 × ○ ○ × × × × × △
※

△
※

△
※

△
※

☎ 53・1000
※ 1 月 2 日㊍〜5 日㊐は 10 時〜16 時まで

濱の湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
※ ○ ○ ○ ○ ☎ 53・4126

※ 1 月 1 日㊌は 7 時オープン

濱の四季 × ○ ○ △
※ × × × × △

※
△
※

△
※

△
※

☎ 53・0141
12 月 28 日㊏、1 月 2 日㊍〜 5 日㊐は
昼（11 時〜 14 時 30 分）のみ営業

道の駅
「若狭おばま」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × △

※ ○ ○ ○
☎ 56・3000
※ 1 月 2 日㊍は 10 時〜18 時まで物販
　 施設のみ営業（フード部門は休み）

まちの駅 旭座 ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎ 52・2000

あいあいバス ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
※

北陸新幹線・総合交通推進課☎ 64・6067
※毎週日曜日は事前予約が必要です

ごみの収集 ○ ○ ○ × × ○ △
※ × × × × ×

環境衛生課☎ 64・6016
※ 12 月 31 日㊋は、火曜収集地域の可
　 燃ゴミに限り回収（施設への持ち込
　 みはできません）

クリーンセンター ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × ☎ 53・5550
受付時間は 9 時〜16 時まで

リサイクルプラザ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × ×

☎ 59・9000
受付時間は 9 時〜16 時まで
年内に事業所でリサイクル可能な資源ご
みを持ち込む場合は 12 月 27 日㊎まで
に環境衛生課の承認を受けてください。
個人は不要です

し尿のくみ取り 年末は大変込み合いますので、12月 16日㊊までに
予約してください ㈱アクアテック☎ 64・5460

○…平常業務　×…休館・休業　△…一部のみ／時間変更■年末年始の業務ガイド

【講評】
　やまなみ保育園は、園児がさまざまな緑と触れ合う取り
組みの一つとして、グリーンカーテンの作成に取り組みま
した。
　同園のグリーンカーテンは、玄関横に設置して、屋内外
両面から緑を楽しんでいたようで、良好な生育状況や省エ
ネ効果が大きく評価されました。
　今回の団体部門には、保育園のほか、市民団体からの応
募もあり、それぞれ特徴ある作品が見られました。

【講評】
　森田さんは、自宅の窓際にグリーンカーテンを設置しました。
　今年も大変暑い夏でしたが、窓を覆うキュウリの葉が青々
とよく茂り、その生育状況の良さが受賞の決め手となりま
した。また、グリーンカーテンの大きさも高く評価されま
した。
　今回の家庭部門全体では、ゴーヤーやキュウリといった実
のなる植物だけでなく、アサガオなど花を楽しむ植物を使っ
た作品も多く見られ、さまざまな工夫がされていました。

　「グリーンカーテンコンテスト２０１９」の最優秀賞が決定しました。
　市では、地域でグリーンカーテンの取り組みが広まるように、市内
の家庭や事業所を対象に、平成 29年度からコンテストを行っています。
　８月から９月にかけて募集したところ、団体部門６件、家庭部門５
件の応募があり、10月２日の審査委員会で賞を決定しました。環境衛生課☎ 64・6016

グリーンカーテンコンテスト 最優秀賞決定

　市では、郷土の偉人・杉
す ぎ た

田玄
げんぱく

白の功績をたた
え、毎年、「食と医療」などのテーマに沿った
進歩的な研究や取り組みを実施している人の中
から、功績顕著な人を表彰しています。
　７月から募集を行ったところ、全国から 17
件の応募があり、10 月 20 日に実施した審査委
員会で、右の２人が「杉田玄白賞奨励賞」に選
ばれました。

【団体部門 最優秀賞】
やまなみ保育園（水取４丁目）

【家庭部門　最優秀賞】
森
も り た

田さん宅（高塚）

田
た べ

部 絢
あ や こ

子 さん
（立命館大学 准教授）

発達障がいと保護者の食の困難の実態などを
解明し、学術書『発達障害等の子どもの食の
困難と発達支援』を執筆

河
かわむら

村 敦
あ つ こ

子 さん
（山口大学大学院  講師）

優れた降圧効果や生活習慣病指標の改善効果
を示す、和食を基にした「改訂版 D

ダ ッ シ ュ

ASH 食事
療法（D

ダ ッ シ ュ

ASH−J
ジ ャ ン プ

UMP）」を企業と協力し開発

第 18回「杉田玄白賞奨励賞」の
受賞者が決定

文化課☎ 64・6034

その一歩が、
未来をつくる

と　き　12月 14日㊏ 13 時〜
ところ　杉田玄白記念公立小浜病院（大手町）
※入場無料、申込不要

記念講演会
および

表 彰 式

記念
講演

発達障害等の子どもの食の困難と発達支援
〜当事者の声から食べられないを探る〜

記念
講演

西洋の科学と和食文化の融合〜健康を取り戻
すためのDASH−JUMP食事療法の開発〜




